
１．会員の送付ファックス

社会保険診療報酬支払基金

理事長 神田祐二様

私は甲状腺眼症の患者です。31年前にバセドウシ病と診断され
それと同時に甲状腺眼症になりました。バセドウシ病の手術を
しても目は元には戻りませんと言われてショックで立ち直れま
せんでした。

目の奥の痛みや渇き、寝てる時も目をとじれないので朝起きた
ら目ががびがびになって充血してます。

とにかく毎日不快なおもいをしながら生きて来ました。

人の目を気にしながら生きなければならない苦痛。この病気を
した人しか分からないと思います。

一生このままこの目で過ごさなければならないかと諦めていま
したが、オキュロフェイシャルクリニック東京の鹿嶋友敬先
生のブログを偶然見つけました。目の裏の脂肪を取り目を元に
戻すという手術があると知りました。

私は直ぐにその病院に予約を取り診察して貰う予定でしたがコ
ロナの為行くことが出来なくなりました。

緊急事態宣言も落ち着き今度こそとおもったら保険が使えなく
なるという事態になり私の前から光が消えました。

どうかお願いします🙏私達患者が体の負担の少なく済む手術
を鹿嶋先生の元で安心して受けさせて下さい🙏

骨は削りたくないんです。自費で出来るお金もありません。

お願いします🙏



２．会員の送付ハガキ



３．会員の送付ファックス



４．会員の送付ファックス



５．会員の送付ファックス



６．会員の送付ファックス



７．会員の送付ハガキ



８．会員の送付ファックス







９．会員の送付ファックス



１０．会員の送付ファックス



１１．会員の送付ファックス



１２．会員の送付ファックス



１３．会員の送付ファックス



１４．会員の送付ファックス

社会保険診療報酬支払基金本部

社会保険診療報酬支払基金

理事長 神田裕二様

今回オキュロフェイシャルクリニック東京の眼窩減圧術が査
定されたことについて、大変驚いたと同時に悲しくなりまし
た。

バセドウ眼症は顔つきが変わってしまう本当に辛い病気で
す。

見えない場所に症状が出るのならまだ我慢できますが、目元
に変化が出てしまうので、鏡を見ることや写真を撮ることも
嫌になります。

私は昨年の5月、鹿嶋先生に手術をして頂き元の顔つきまで
戻ることができました。

今は普通に鏡を見ますし、化粧をする事がとても楽しみにな
りました。

これから手術を予定している方々に、鹿嶋先生が行っている
身体に負担の少ない眼窩減圧術を健康保険で受けることが出
来るよう宜しくお願い致します。



１５．会員の送付ファックス



１６．会員の送付書簡

社会保険診療報酬支払基金本部

社会保険診療報酬支払基金

理事長 神田裕二様

私は甲状腺眼症患者としてお願いがあります。

この病気の深刻さ苦しみは本人しかわかりません。

ですので、眼症患者の声としてお聞きください。

この病気は進行と共に容貌も醜く変化し、目の本来の機能がどんどん失われていきます。

鹿嶋先生は心身共苦しんでる患者と誠実に向き合い、世界に誇れる最高レベルの技術を
持って共に寄り添い闘ってくださる大切な存在であり、これから先も私達にずっと必要で
す。

鹿嶋先生が海外で学び培った患者の体に負担が少ない術式、これを惜しみなく後世に伝え
ていこうと努力を惜しまず日々頑張って下さっています。

この素晴らしい技術が日本全域に広がり、日本の何処に住んでいても安心して眼症治療が
出来るようになってほしいのです。

私達患者は理由がはっきり示されないまま、保険が切られてしまう事に納得出来ません。

この病気にもし大切な家族が罹患したとしたら…

どのような医師、どんな手術を希望されますか？

私達は極端な事を言っている訳ではないのです。

患者として、当然の権利をお伝えしています。

こんな形でお願いする事は本来間違っていると思うのです。

未来の甲状腺眼症になる患者のためにも今、正しいご判断をしてください。

日本の未来のために…



１７．会員の送付ファックス



１８．会員の送付ファックス



１９．会員の送付ファックス

社会保険診療報酬支払基金

理事長 神田裕二 様

私は甲状腺眼症の患者です。

6月にオキュロフェイシャルクリニックにて眼窩減圧術を受ける予定でし
た。

しかし保険が使えなくなってしまい、手術は中止せざるを得なくなり、
大変絶望しています。

私はこの病気になって約10年になります。

病気になり見た目の変化はもちろん四六時中目の違和感、痛みに耐えな
がら生活しています。

オキュロフェイシャルクリニックで手術をしてもらえると決まった際、
やっとこの10年間の悩みから解放されるんだという思いでした。

自分の顔が変わっていく恐怖や絶望感は言葉では言い表し切れません。

この病気になってから写真を撮ること、メイクをすること、人と目を合
わせること、全てが嫌いになりました。

1歳になる子どもがいますが、記念日毎の家族写真にも私はいません。

本当でしたら一緒にたくさん笑ってたくさん写真が撮れたらいいのにと
思います。

どうか今一度お考えいただけないでしょうか。査定の取り消しを強く望
みます。



２０．会員の送付ファックス



２１．会員の送付ファックス

社会保険診療報酬支払基金本部

社会保険診療報酬支払基金理事長

神田裕二様

社会保険診療報酬支払基金（社保）東京支部が、銀座のオキュロフェイ

シャルクリニック東京で行われている甲状腺眼症に対する眼窩減圧術を

査定し、K235眼窩内腫瘍摘出術（深在性）からK234眼窩内腫瘍摘出術

（表在性）に変更した件について、一患者として異議申し立ていたしま

す。

私は2014年から橋本病、バセドウ病の両方を患い、現在も数値が安定せ

ず投薬治療を続けています。

病気自体も体に負担があり、しんどさを感じながらも仕事や介護等しな

がらなんとか日常生活を続ける中で、バセドウ眼症を発症し、ステロイ

ド治療では抑えきれずに症状を繰り返し、薬や病気の体の辛さととも

に、日々の目の痛み、眼球突出に左右差がありどんどん顔付きが非対称

に変わっていくことの怖さ、しかもほとんどの病院で眼症は元には戻ら

ないと言われ、いつ再発するかと不安な気持ちを今も毎日味わっていま

す。

そんな中、バセドウ眼症に低侵襲での手術が可能で、体に負担のない日

帰り手術をしてもらえる、また患者のために常に新しい技術を取り入れ

る努力をしてくださっているオキュロフェイシャルクリニック東京の存

在は、頼れる病院の少ない私達バセドウ眼症患者にとって非常に心強

く、ありがたいものです。



自分の意に反して病気のために顔貌が変わってしまうということは、美容云々という
問題ではなく患者の円満な社会生活を困難にする問題であり、心身ともにとても辛
く、アイデンティティを深く傷付ける疾患であると思います。

また、実際問題として眼球が突出することによる目の痛みや眼精疲労、頭痛、視力の
低下などは、日常生活に大きく支障をきたします。

生涯付き合っていかなければならない自己免疫疾患であるバセドウ病という疾患を抱
える身にとって、薬でコントロールできない部分は低侵襲の手術を保険診療で受けら
れる、という点は、とても大きな心の支えになっていました。

私達バセドウ眼症の患者は、手術によって前よりも美しくなりたいなどと考えている
わけではなく、手術によってこの眼症を治療し、できるだけ病気になる前と同じよう
な社会生活が送りたい、病気によって損なわれたQOLを、完璧ではなくとも健全な状態
に回復させたいという、ただそれだけを願って手術を希望しています。

また、この病気には常に再発の恐れがあり、何度も手術を受けなければならないこと
もあるため、眼窩の骨など余計な部分には影響のない、できるだけ体に負担の少ない
手術を受けたいと思っています。

これについてそもそもの対応病院が少ない中、なぜ上記のような手術をオキュロフェ
イシャルクリニック東京で受ける場合のみ、一般人には到底手の届かない自費診療で
行わせようとするのでしょうか？

保険診療とは、まさにこのような治療を広く一般の人が受けることができ、また患者
側も自分のかかる病院を選択できるようにするために、あるのではないのでしょう
か。

一患者として疑問であり、なぜ東京支部でこのような決定がなされたのか、大変驚く
とともに憤りを感じています。

オキュロフェイシャルクリニック東京の眼窩減圧術をK234眼窩内腫瘍摘出術（表在
性）に変更された件、東京支が保部の理不尽な決定の見直しについて、また今までと
同じように低侵襲の手術険診療で受けられるよう、動いてくださいますことを心より
お願い申し上げます。



２２．会員の送付ファックス







２３．会員の送付ファックス



２４．会員の送付ファックス




